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2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会（以下、東京五輪）の開催まで 4 年弱となった
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were wearing thin）」だと分析した。 























































資料：Larissa E. Davies, “Beyond the Games, Regeneration Legacies and London 2012,” Leisure, 






























































































































































































































情報管理 ① 開催PR情報、②ICT・SNS利用、③情報セキュリティ対策 
政策管理 ① 競技関連施設･波及施設の整備、②関連事業の遂行、③遺産の継承・創出 
経営管理 ① 組織戦略活動、②市場のインパクト、③社会的組織経営 
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